
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 7月 1日発行（第 15号） 

←メルマガ登録用QRコード 

友愛の家のお得な情報をゲットしよう！ 
【夏号】 

『
街
の
映
画
館
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー 

映
画
が
上
映
さ
れ
る
と
い
い
な
』 

「岡崎でもバリアフリー映画を観たいわ」との声を受け、4 月 30

日（月・祝）に友愛の家の多目的室でバリアフリー映画上映会を開催

しました。タイトルは「はなちゃんのみそ汁」……乳がんで余命を宣

告された母が残された時間を 5 才の娘のためにひとりでも生きてい

けるための力を伝えていく実話でした。 

 開催にあたり、何をすればバリアフリー映画を上映できるのかから

はじまり、磁気ループ装置のセッティングを岡崎市難聴・中途失聴者

の会会長羽田野裕子さんにご協力いただいたり、映画の素材や音声ガ

イドはどこにお願いするのか調べたり。どんな映画を上映するとみな

さんに喜ばれるのか考えたりとバリアフリー映画を上映することが

私たちにとっても学びの多いものとなりました。 

 「ぜひまたバリアフリー映画の上映を望みます」と鑑賞後のアンケ

ートに多くのかたが綴られていました。バリアフリー映画が友愛の家

だけでなく他の施設や、街の映画館でも上映されることがあたりまえ

になるといいですね。 

 

バリアフリー映画とは…視覚や聴覚に障がいのあるかたにも楽しんでいただけるよう音声

ガイドや日本語字幕を付けた映画です。 

↑ 映画に合わせて「みよまい会」による音声ガイドが入ります 


